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はじめに
　福山は万葉の時代から潮待ち風待
ちの港で栄えた鞆の浦や鎌倉時代の
芦田川流域の草戸千軒遺跡，幕末の
老中首座，阿部正弘の城下町として
知られていますが，1916年に広島県
内では広島，尾道，呉に次いで４番
目に市制が施行されました．現代の
福山市は1966年の日本鋼管（現 JFE）
福山製鉄所の操業開始と共に発展を
遂げ，1998年には中核市（現在の人
口は約47万人）に移行しましたが，
さらなる飛躍のために「人間環境都
市」を目指し，種々のプロジェクト
が企画されています．福山市民病院
は福山市の東部，蔵王の丘陵に位置
していますが，福山市の発展に歩調
を合わせるように成長し，現在では
福山・府中二次保健医療圏のみなら
ず，三原市，尾道市，岡山県西部地
域（井原市，笠岡市）を診療圏とし
た急性期病院です．
病院の沿革
　当院の前身は1962年に開設された
福山市国民健康保険大門病院で，当
時は病床数25床で運用されていまし
たが，1977年８月に現在の地に「福
山市市民病院」として新築移転いた
しました．新しい病院は岡山大学第
一外科田中早苗教授を院長として，
250床，８診療科（内科，外科，整形
外科，産婦人科，小児科，脳神経外
科，耳鼻いんこう科，眼科），医師数
22名で診療を開始いたしましたが，
1985年には50床増床し，その後，循
環器科，泌尿器科，精神科，麻酔科
などを増科いたしました．2001年３
月に「広島県東部に救命救急センタ
ーの設置が必要」との広島県知事の
議会答弁を受け当院への救命救急セ
ンターの設置を決定し，2002年１月
に救命救急センターの設置も含めた
増床計画が認可され，2005年４月に
救命救急センターを開設いたしまし
た．また，病院の名称も2003年７月
に「福山市民病院」と改め，現在は
一般病床394床，感染症病床６床，計
400床，23診療科の病院となりました．
病院憲章と基本方針
　病院憲章は「安心と生きる力と安
らぎを」であり，患者中心の信頼さ
れる医療を行うこと，先進の救急医
療を行うこと，緑豊かな病院周囲の
環境を守ることを謳っています．基
本方針は上述の憲章を実行するため
に，１. 納得と同意の医療を展開す
ること，２. 暖かい心を持つ心技備
えた医療人を育成すること，３. 24
時間の救急医療を提供すること，
４. 温もりのある療養環境を整備す
ることなどとしています．
病院の概要
　総病床数は400床で，内訳は一般病
床数394床（うち，緩和ケア病棟16
床，救命救急センター24床），感染症
病床６床となっています．現在，診
療科は23科（内科，循環器内科，腫
瘍内科，精神科・精神腫瘍科，神経
内科，小児科，外科，乳腺甲状腺外
科，心臓血管外科，整形外科，形成
外科，脳神経外科，泌尿器科，産婦
人科，耳鼻いんこう科，眼科，皮膚
科，麻酔科，救急科，緩和ケア科，
放射線科，病理診断科，リハビリテ
ーション科）を標榜しており，医師
数は初期臨床研修医10名を含めて
102名です．2009年度の診療実績は総
入院患者8,991人，平均在院日数11.7
日，病床利用率85.9%，手術件数
4,170件（全身麻酔件数2,356件）で
した．また，病院の持つ主な機能と
して，臨床研修病院，災害拠点病院，
第二種感染症指定医療機関，救命救
急センター，地域がん診療連携拠点
病院，緩和ケア病棟承認施設，地域
医療支援病院，肝疾患診療連携拠点
病院などがあり，その他各診療科関
連の学会等施設認定も多数あります．
病院の現況
　当院は備後地区の基幹病院として
救急医療とがん医療に重点を置き診
療を行っています．当院の救命救急
センターは広島県東部唯一の救命救
急センターであり，８名の救急専従
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医を配し，県東部のみならず岡山県
西部地域をはじめ広域救命救急を展
開しています．2009年度の救急車受
け入れ件数は2,426件，緊急手術件数
は642件でした．当院は山陽道沿いに
あり，その地理的特性から重度交通
外傷が多く，整形外科，脳神経外科，
外科，麻酔科など各診療科の協力体
制の下，高度救急医療を行っていま
す．救急は医療の原点でもあり，24
時間・365日の診療体制は堅持して
いかなければならないと考えてお
り，手術室の看護体制も３交代制と
しています．がん診療も地域がん診
療連携拠点病院である当院の大きな
柱です．2009年度のがん患者実入院
数は1,409人で入院患者の26.1%を
占めています．今後もがん患者数の
増加が見込まれ，がん診療医師の増
員のみならず，放射線科医師，病理
診断科医師などの増員も図り，診
断・治療部門の機器整備に努めてい
きます．その他，「救急医療」や「が
ん診療」に関わらない診療科も高度
専門医療を展開していますが，当院
の強みとして複数の診療科にまたが
る疾患の治療があげられ，各診療科
の最先端医療を安全に提供する体制
が整備されています．
当院の課題と今後の展望
　当院の最大の課題は2007年４月か
ら休止している産科医療の再開を図
ることです．福山・府中医療圏の産
科医療は地域周産期母子医療センタ
ーである福山医療センターや中国中
央病院などの公的病院と開業医の先
生方が担っておられますが，お産に
係わらない母体救急がこの圏域で診
療できず圏域外に搬送されていま
す．この現状を打開するために岡山
大学を始め関係医療機関との折衝を
行っていますが，今なお困難な状況
が続いています．また地域がん診療
連携拠点病院であるにも関わらず婦
人科がんの治療ができていません．
このような観点から産婦人科医の確
保は当院の喫緊の課題と考えており
ます．
　また，当院は比較的恵まれていま
すが，福山・府中圏域の課題として
医師不足があげられます．福山市の
人口10万対医師数は200人で全国平
均の212.2人を大きく下回っていま
す．特にこの圏域から20歳代，30歳
代の若い医師が減少しています．医
師不足の原因はいろいろ考えられま
すが，地域全体で医師の確保につい
て考える時期にきており，当院の果
たすべき役割として医療スタッフを
いっそう充実させ，地域への医師派
遣も行わなければならないと考えて
います．
　2007年の「公立病院改革ガイドラ
イン」に則り，当院も2008年３月に
公立病院の果たすべき役割として
１. 救急・がん・災害医療，２. 地
域医療の支援，３. 地域医療機関へ
の医師派遣，４. 高度先進医療の提
供，５. 研究研修医療機関としての
機能強化をあげ，経営の効率化，再
編・ネットワーク化，経営形態の観
点から病院改革プランを策定しまし
た．本プラン達成のために当院は
2013年春を目途に106床の増床計画
を広島県に提出し，2010年８月に県
知事より認可を受け，近く工事に着
手いたします．増床の目的は，１. が
ん診療と救急医療の一層の充実，
２. 産科医療の再開・充実であり，
このために手術室の増床，院内 ICU，
HCUの整備，PET-CTの導入など
を計画しており，また，これに向け
て医師，看護師，その他医療スタッ
フの増員を次年度から行います．
2013年には506床の病院となり，ハー
ド面での充実は当初の計画通り進む
と思いますが，今後は医療職の教
育・研修の充実を図る中で各個人の
資質の向上に努め，また学術活動の
発展も支援し，病院全体の医療の質
の向上を図り，名実ともに真に地域
の要の病院として地域医療に貢献し
なければならないと考えています．
おわりに
　福山・府中医療圏には岡山大学の
関連病院が多く，公的４病院と言わ
れている福山医療センター，中国中
央病院，日本鋼管福山病院，そして
当院も岡山大学から多くの医師を派
遣していただいています．新医師臨
床研修制度が始まって以来，地域か
ら若い医師が少なくなり，多くの病
院で医師が不足し，また集約化され
た診療科の医師の過重労働などの問
題も顕在化しています．この地域の
患者さんの医療は地域で完結できる
連携体制を進めていかなければなら
ないと強く感じており，また福山市
民病院はその先陣に立たねばならな
いとも自覚していますが，今後とも
この地域への岡山大学のさらなるバ
ックアップをお願いしたいと存じま
す．
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